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宮崎大学、WAKUと「グルタチオン飼料」の共同研究を開始 
 

 

国立大学法人宮崎大学（宮崎県宮崎市、学長：鮫島浩）は、株式会社 WAKU（本社：岡山県岡山

市、代表取締役：姫野亮佑）と共同で、グルタチオンを添加した飼料が肉用鶏に与える成長促進お

よび免疫賦活効果に関する研究を開始しました。農業領域で高い効果を示してきたグルタチオン

を、畜産分野へ応用することで、抗生物質に頼らない持続可能な家畜生産モデルの確立を目指しま

す。 

 

背景と研究の意義 

グルタチオンは、生体内で抗酸化・解毒作用を担う物質として知られ、医療・サプリメント領域で

は広く活用されています。WAKUではこのグルタチオンを農業用バイオスティミュラントとして展

開しており、作物の健全な成長や収量増加に寄与する資材として注目を集めてきました。 

 

一方、畜産業では、成長促進や免疫向上の目的で飼料添加されてきた抗生物質に対し、耐性菌問題

などのリスクが指摘されており、代替技術の開発が求められています。こうした課題の解決に向け

て、WAKUと宮崎大学は今回、グルタチオンの畜産領域への応用可能性を探る研究に着手しまし

た。 

 

研究内容 

今回の共同研究では、肉用鶏の初生雛に対し 3週間にわたりグルタチオンを添加した飼料を給与

し、成長指標および免疫系への影響を多角的に評価します。 

 

主な評価項目には、体重・飼料摂取量の変化、免疫関連臓器（脾臓・盲腸扁桃など）の細胞群解

析、サイトカイン遺伝子発現量の測定、腸管長や絨毛の形態変化、抗体価の変化などが含まれま

す。 

 

これにより、グルタチオンの摂取が家畜の健全な成長や免疫活性化に寄与するかを科学的に明らか

にし、将来的な製品化に向けた実証的なデータを取得します。 
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研究に使用する実際の雛 

今後の展開 

本研究成果を基に、グルタチオンの畜産分野への応用を本格化し、持続可能な飼料事業への参入を

目指します。今後は豚・牛など他家畜への適用検証や、海外展開も視野に入れた研究開発を進めて

まいります。 

 

 

 

 

 

 

 

本件に関するお問い合わせ 

株式会社 WAKU 広報担当 

問合せ先: info@wakuwakudriven.com 

 

宮崎大学総務広報課 広報係 

問合せ先: kouhou@of.miyazaki-u.ac.jp 


